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登壇 

 

 

玉井：こんにちは。CFO の玉井でございます。前半、私から 2023 年 5 月期の実績、および 2024

年 5 月期の見通しについて説明させていただき、後半は社長の吉岡から、今後の事業戦略について

説明させていただきます。 

スライド 3 ページ、サマリーになります。 

前期 2023 年 5 月期は、最大ミッションを「売上成長カーブを変える年」として取り組んでまいり

ました。結果といたしましては、通期連結業績は、売上高および各段階利益ともに過去最高を更新

しております。 

BtoB の成長カーブを変えるということと、LOHACO の通期黒字化、こちらを二大目標として掲げ

ておりましたが、双方とも実現しております。 

また、東日本のフラッグシップセンターとなる ASKUL 東京 DC を計画どおり 11 月に稼働してお

りまして、足元、稼働率もかなり上がってきている状況でございます。 

新アスクル Web サイトにつきましては、売上効果が高い機能を 7 月に一部先行リリースいたしま

した。計画どおりのオープン化効果を確認しております。 
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進行期 2024 年 5 月期につきましては、売上成長をさらに加速し、利益成長カーブも変えることに

取り組んでまいります。 

通期連結業績は、引き続き、売上高および各段階利益ともに、過去最高を計画しております。 

BtoB は利益成長カーブも変える年ということで、売上成長を加速し、売上総利益率の改善を図っ

てまいります。 

LOHACO につきましては、4Q 以降の再成長を目指しておりまして、黒字を維持しつつ、品揃えの

拡大等に取り組んでまいりたいと考えております。 

新アスクル Web サイトにつきましては、ソロエルアリーナのお客様移行、こちらもすでに開始し

ておりますが、全てのお客様の移行を確実に進めてまいります。 

そして、中期経営計画最終年度である来期 2025 年 5 月期の大きな利益成長につなげてまいりたい

と考えております。 

 

スライド 5 ページ、連結全体の 2023 年 5 月期の実績、および 2024 年 5 月期の見通しになりま

す。 

売上高は 14 期連続、利益につきましては 4 期連続の過去最高を目指すとともに、2024 年 5 月期

は、利益成長カーブを変えることを最大ミッションとして取り組んでまいります。 
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また、当期純利益につきましては、アスクルとして初めてとなる 100 億円の大台を目指してまい

ります。 

 

スライド 6 ページ、連結全体の売上高と営業利益の推移になります。 

売上成長を加速しつつ、営業利益は踊り場から脱却し、2 桁成長を目指してまいります。 
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スライド 7 ページ、2023 年 5 月期の連結営業利益のウォーターフォールの実績になります。 

グラフの右二つで示しております BtoB の Web 販促増強と、新アスクル Web サイトならびに

ASKUL 東京 DC の立ち上げコストを投下したのに加えまして、一時的な売上総利益率の低下の影

響がございましたが、一つ目としましては BtoB の売上拡大、二つ目は LOHACO での徹底的なコ

スト削減、三つ目は 1 箱あたりの売上単価向上に伴う物流費率の低減、これら三つの要素で吸収

し、増益を達成しております。 

 

スライド 8 ページ、前期増益を達成できた大きな要因でございます、BtoB の 1 箱あたりの売上単

価の推移でございます。 

4Q 期間におきましては、前年同期比 109.9%となり、約 7 億円相当の配送費の低減を実現しており

ます。お客様にまとめてご購入いただくことは、環境負荷低減にもつながるため、今後もさらなる

向上に取り組んでまいります。 
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スライド 9 ページ、同様に LOHACO の 1 箱あたりの売上単価の推移でございます。 

こちらは、BtoB に先行して、ここ数年間で大きく改善をしております。LOHACO の黒字化の大き

な要因ともなっております。 
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スライド 10 ページ、2024 年 5 月期の連結営業利益のウォーターフォールの見通しでございま

す。 

前期に引き続き、グラフの右二つで示しております BtoB の Web 販促増強と、新アスクル Web サ

イト、ならびに ASKUL 東京 DC の稼働で、固定費はもう一段増加いたしますが、BtoB の売上拡

大と売上総利益率の改善で吸収し、2 桁増益を目指してまいります。 

ポイントとなる売上拡大、および売上総利益率の改善につきましては、後ほど吉岡から説明させて

いただきます。 

 

スライド 11 ページ、事業別の 2023 年 5 月期の実績、および 2024 年 5 月期の見通しでございま

す。 

次のスライド以降で、それぞれの事業についてその概況を説明いたしますが、ポイントは、冒頭の

サマリーで説明いたしました BtoB の成長カーブを変えるということと、LOHACO の通期黒字

化、この二大目標が実現できたこと、そして 2024 年 5 月期は BtoB の利益成長カーブを変えてい

くということになります。 
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スライド 12 ページ、BtoB の売上高と営業利益の推移になります。 

繰り返しになりますが、売上高は成長カーブを変えるということが実現できており、2024 年 5 月

期につきましては、単体ベースでも成長を加速し、またフィード社の新規連結もあり、2 桁成長を

目指してまいります。 

営業利益につきましては、ここ数年、特需の反動や固定費の増加で減益が続いておりましたが、い

よいよ増益転換を図り、2 桁増益を目指してまいります。 
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スライド 13 ページ、BtoC の売上高と営業利益の推移となります。 

売上高は、海外需要の減少とキャンペーン変更の影響等により、2024 年 5 月期前半までは減収が

続くと見込んでおりますが、品揃えの拡大等で、それらの影響が一巡する 4Q 以降の再成長を目指

してまいります。 

営業利益につきましては、こちらも繰り返しになりますが、計画どおりの通期黒字化を実現してお

り、BC 融合により収益体質をもう一段強化し、黒字を維持しつつ、再成長につなげてまいりたい

と考えております。 
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スライド 14 ページ、ロジスティクス事業・その他の売上高と営業利益の推移になります。 

売上高は、既存事業の採算改善を優先しており、前期並みが継続すると見込んでおります。 

営業利益につきましては、原価高騰等の影響があり、採算が悪化しておりますが、2024 年 5 月期

におきましては、収益体質の改善により、まずは収支均衡を目指してまいります。 
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スライド 15 ページです。 

2024 年 5 月期の EBITDA につきましては、来期の大きな利益成長に先行して、大幅拡大となる見

込みでございます。 

 

スライド 16 ページ、ROE の推移になります。 

中期経営計画の目標として掲げております 20%の実現に向けて、引き続き資本効率の向上を目指

してまいります。 
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スライド 17 ページ、株主還元についてです。 

2023 年 5 月期の期末配当につきましては、利益目標を達成したことと、アスクルが創業 30 周年

を迎えたこともあり、記念配として 2 円増配し、通期では 3 円の増配を予定しております。 

2024 年 5 月期も、増益により、通期で 2 円の増配を計画しております。 

来期以降は、大きな利益成長によるさらなる増配で、株主様のご期待に応えてまいりたいと考えて

おります。 

私からの説明は以上となります。 
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吉岡：改めまして、吉岡でございます。ここから、今後の事業戦略につきまして、私からご説明い

たします。 

まず初めに、外部の環境変化に対する認識を共有させていただきます。 

環境変化はありますけれども、われわれとしては機敏に対応し、ここを機会として捉え、進化を続

けるということを基本スタンスとしております。 

こちらにもありますが、主な環境変化は 3 点ございまして、アフターコロナ、インフレ・原価高

騰、そして物流コスト増と、こういったことが大きな環境変化と捉えております。 

影響、対応策、効果と記載しておりますが、対応について簡単にご説明いたしますと、アフターコ

ロナでは、人流の回復・活発化にともない、われわれが一番得意な、日用品、生活用品、オフィス

用品の需要を積極的に取り込んでまいります。さらには、コロナ特需の反動がまだ続くと思ってお

りますが、成長分野において品揃えを拡充して、積極的に専門商材を強化していくことで、売上高

を増加させてまいります。 

インフレ・仕入原価高騰に関して継続的なサプライチェーンの見直しとありますが、仕入先様の柔

軟な変更・見直し、さらには仕入方法を積極的に見直していくということです。もう一つ、機動的

かつ柔軟な価格改定というものも、あわせて視野に入れてまいります。 
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2024 年問題に代表される物流コストの増加に関しては、まず自社の輸配送ネットワークの強化や、

自社の配送システムを配送パートナーに開放していくことで、パートナーの生産性を上げていきま

す。さらには、物流センターを高度化していく自動化投資を進めることで倉庫内の生産性を向上さ

せる施策を積極的に推進するとともに、在庫配置の最適化などにもテクノロジーを活かしつつ、

UI/UX やサイト上での売り方を工夫することで配送個数を減らしていきます。お客様にはまとめて

買っていただき、お届けする配送個数を減らす施策を合わせていくことで、配送費の高騰を抑制し

てまいります。 

 

中期経営計画に関しましては、来期が最終年度にはなりますが、目標はあくまで変えず、中期の目

標に向かって実現をしていきたいと考えております。 
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スライドの 21 ページになりますが、今期、中期経営計画が 3 年目となります。 

先ほど玉井からもありましたけれども、売上成長の加速を継続しつつ、同時に利益成長の加速がス

タートする年という位置づけです。最終年度に向けての利益成長を確実なものにするためにも、売

上高と利益の双方を伸ばしていきたいと考えております。 
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ここから、事業ごとの事業戦略についてご説明いたします。 

まずは BtoB でございます。 

スライドの 23 ページでございますが、こちらは前期より継続開示をさせていただいております中

期戦略・成長戦略の骨子について、個別に主な施策を述べさせていただいているものでございま

す。この後、こちらに即してご説明をさせていただきます。 

 

こちらは、今日一番重要なスライドであると思います。BtoB の今期の売上成長と利益成長をどう

やって実現していくのかについてのご説明の骨子となります。 

売上については、プラスで 431 億円とありますけれども、こちらは大きく 4 点を記載しておりま

す。 

1 点目は、まず新アスクル Web サイトについて、いよいよ稼働に向けて着実なスタートを切る段

階に来ました。オープン化の効果は、当初の予定を上回る形で出ており、引き続き、効果の最大化

を進めてまいります。 

2 点目は、BtoB に、大きく広告・販促を投下してまいります。前期比で約 2 倍の販促投資をして

まいります。 

3 点目に、オーダー単価の向上については、種々の施策の合わせ技なのですが、基本的には商品数

です。在庫する商品数のみならず全体の商品数についても、今期も大幅に増やしていきます。 
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それに合わせて売り場の改善があります。検索性を徹底的に改善し、LOHACO で学んできた単価

アップの施策をかけ合わせていくことで、品揃えの強化が売上につながるような単価アップ策を実

施してまいります。 

4 点目は、グループ会社であるフィード社の連結です。 

売上総利益率を約 1%向上させますが、そちらは 3 点あります。 

一つは、主力商品の収益性の改善です。こちらは、お伝えしているとおり、為替予約のレート水準

が改善してきています。あわせて、原価の低減やサプライチェーンの見直し、売価の機動的な改定

をあわせて実現してまいります。 

2 点目は、専門性の高い商材や、個別業種向けの商材が増えていくことで、高単価・高粗利の商品

のシェアが上がっていくということです。 

3 点目は、広告ビジネスの立ち上がりを加速させていくということです。 

このような上記の施策によって、売上、粗利ならびに収益の成長を実現させていくというのが骨子

となります。 

 

スライド 25 ページは、商品カテゴリー別売上実績です。 

すでにオフィス用品需要の回復が見られますが、われわれは生活用品にシフトしておりまして、今

後大きな成長をしていく、あわせて MRO についても成長させてまいります。 
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メディカルに関しては、この後ご説明いたしますが、コロナ特需の反動の影響を受けていかざるを

得ないところが残っています。 

 

この左側のグラフで説明しておりますのは、医療・介護の業種のお客様向けの売上と、メディカル

商材カテゴリーの売上です。 

薄い青色の折れ線が商品軸での前年対比になります。濃い青色の折れ線である戦略業種の医療・介

護のお客様軸では高い成長を示しています。消毒液やマスクの特需に対する反動減が継続して続き

ますが、一方で専用商材の品揃え拡大や、業界向け・業種向けのオリジナル商品開発の強化が進捗

しておりますので、価格訴求力や品質面で差別化を進めつつ、着実に医療・介護のお客様向け売上

高を拡大させてまいります。 
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スライド 27 ページ、こちらは先ほど申し上げました品揃え拡大の進捗でございます。 

左側は、取り扱いの総商品点数です。今期の目標は 1,470 万アイテムを計画しております。 

一方、在庫商品に関しましては、4Q の終了時点では 16 万 6,000 アイテムですが、これを今期の目

標 24 万アイテムまで増やす計画としております。 
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続いて、オリジナル商品です。 

売上高構成比が順調に上がってきており、アイテム数に関しましては計 9,600 アイテムまで増えて

まいりました。 

今期に関しましては、これを 1 万 1,000 アイテムまで持っていく計画を立てております。 

 

スライド 29 ページ、新アスクル Web サイトの進捗となります。 

ご心配をおかけしましたが、いよいよ今月中に新サイトが本格稼働を開始するところまでこぎつけ

ることができました。 

こちらに書いてあるのはそのスケジュールで、今、中堅大企業向けのソロエルアリーナサイトと、

皆さんよくご覧いただいているかと思われます中小企業向けの ASKUL サイトの二つのサイトがあ

り、もう一つ新アスクル Web サイト、この三つが走っています。 

まずはソロエルアリーナのお客様を新アスクル Web サイトへ移行し、そして ASKUL サイトのお

客様を移行する。まずはソロエルアリーナについて、1 年かけて丁寧にお客様の移行を図っていく

ことを考えておりますが、おかげさまで順調に進捗しており、われわれとしては、いよいよこの効

果を出していくステージに入ってきたとご理解いただければと思います。 
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スライド 30 ページにつきましては、こちらも継続的にお見せしておりますソロエルアリーナサイ

トのオープン化効果です。 

昨年の 7 月末、まずはオープン化をして以来、検索エンジン経由での外部流入による売上高が順調

に拡大をしてきております。前期の通算では、お示ししておりますとおり 154 億円の売上実績と

なっております。このオープン化が進んだことにより、専門的な商材のタッチポイントも広がりつ

つ、購入率も上がってきており、単価の上昇にもつながってきています。 
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では、新サイトリリースで何がどんなふうに変わるのかというのがこちらです。 

もともと旧ソロエルアリーナサイトというところは、とてもシンプルな機能に絞って運営していた

のですが、新サイトリリースにより、一般の EC サイト以上の機能、具体的には、買い回りであっ

たり、提案の機能を付加していくということを記載しております。 
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スライド 32 ページに関しましては、先ほど戦略業種向けの商材を強化していくという話をしてお

りますが、アスクルの商材取扱に対する認知を、あらゆる手段で、なおかつ広告投資を強化した上

で行っていく、ということを記載しております。 

左側は検索エンジンからの導線強化についてです。商材数を増やしたうえで、広告コストも投下し

て検索エンジンからのお客様の来訪を増やしていき、売上高を伸長させてまいります。 

あわせて、右側は、インターネット上の動画広告に加え、マス広告も検討いたしまして、様々な切

り口で広告宣伝をしていくことで、アスクルそのもの、ひいては戦略業種の商材に目がいくような

形で、大幅に広告投資を強化してまいります。 

 

33 ページは、終わった期までの BtoB の登録お客様数の推移ですが、ご登録のお客様数はこのよう

に着実に増加しておりますので、先ほど申し上げたような施策により、さらにこのお客様基盤を拡

大していく、そして利益成長カーブも変えてまいります。 
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続きまして BtoC 事業、LOHACO についてご説明いたします。35 ページです。 

こちらは、今期の LOHACO の売上高の四半期ごとを、先期からの流れで示ししているグラフで

す。 

今期に関しましては、第 1 クォーターから第 3 クォーターまでは、昨年度のキャンペーン変更の影

響を受けざるを得ないと認識しております。 

しかしながら、それが一巡した後は、品揃えを強化し、BtoB のスケールを活かして価格訴求力、

デザイン、機能、品質も合わせた訴求力のある PB を積極的に出していくことで差別化を図ってま

いります。あわせて安定的な自社の物流品質という BtoB とのシナジーを効かせて差別化を進めて

いくことで、4Q 以降にサステナブルな売上成長を実現していくことを計画しております。 
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36 ページです。 

先ほど少し申し上げましたけれども、今まで LOHACO と BtoB は個々に運営してきました。

LOHACO は、BtoB の基盤活用を商品領域へ広げることで、オリジナル商品の訴求力を高めつつ、

物流領域でも基盤活用も進め、配送などの基本サービスを強化してまいります。 

具体的には、今、商品の価格が上がってきている中で、法人向けの大容量の商品は買う手間も減り

ますし、ユニットプライス、容量あたりの単価も抑えられますので、BtoB で販売していた業務用

商品を個人向けにも開放していきます。さらには、LOHACO は生活用品、日雑が強いですが、そ

の周辺商材としてホームセンターで売っているような商品まで領域を広げていくことで、お客様に

とっての満足度、利便性、ワンストップ性であったり、リーズナブルな価格を訴求してまいりま

す。 

あわせて、Z ホールディングスとも、もともとの集客力をベースに、さまざまな連携をこれからも

やっていきたいと考えております。 
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最後に、ESG と DX のトピックスを簡単にご説明いたします。 

スライド 38 ページは、ESG の二つのトピックスです。 

一つ目は Loop 社とのものです。Loop Professional for ASKUL という実証実験を進めております

が、これは容器を再利用して、プラスチックの廃棄削減をしていくというという取り組みでござい

ます。 

もう一つは、Morningstar Japan の Gender Diversity Tilt Index、この構成銘柄に選定いただきま

した。簡単に申し上げますと、企業のジェンダー・ダイバーシティの浸透度に主眼を置いたインデ

ックスでございます。当社は、その最高段階の Group1 に位置づけていただくことができました。 
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スライド 39 ページは、DX です。 

2023 年 5 月に DX 銘柄に選定いただくことができました。評価されている点は、こちらのスライ

ドに記載のとおりです。 

 

最後となります。 
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こちらは再掲になりますけれども、中期経営計画の 3 期目という今期の位置づけでありますが、売

上成長をさらに加速させ、今期は利益の成長もスタートさせ、最終年度の数値目標の実現に向けて

全力を尽くしてがんばっていく所存です。 

以上となります。どうもありがとうございました。
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